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 2008 年度の『情報通信白書』によると、テレビは 92.6％の回答者が「ほとんど毎日利用する」
メディアとしている。他のマスメディアを見てみると新聞がテレビに次いで 82.5％であるが、雑
誌・書籍、ラジオはそれぞれ 18.1％、30.2％にとどまっている。これらの既存のマスメディアに
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時間は３時間 27 分、土曜は４時間３分、日曜は４時間 14分であり、そのうち「ながら視聴」は























年齢別で見てみると、男性 10 代は２時間６分、20 代は２時間 11 分であるが、60 代は４時間 18
分、70代では５時間 22 分である。女性でも 10 代は２時間 12 分、20 代は２時間 40分である一方
で、60代では４時間 37 分、70 代では５時間 29 分となっている。この傾向は土曜、日曜でも同様
であり、高齢層が長時間、テレビを視聴していることが分かる。また、放送倫理・番組向上機構
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 本研究では 2010 年１月、首都圏、中京圏の大学に在学する大学生を対象に無記名アンケート調
査を実施した。調査方法としては著者の担当授業に出席した学生に調査票を配布し、自由参加で
あること、個人情報は保護される旨を説明した上で、その場で記入してもらい、回収した。有効
対象者数は 129 であった。回答者のプロフィールとして性別は女性 119 名、男性８名、不明２名、








また、それぞれの項目について「1. ほぼ毎日使う」、「2. ２、３日に一度くらい使う」、「3. １週





















































実践女子大学人間社会学部 紀要 第六集 












トやレンタル DVD などを探して見る」を１、それ以外を０とした。 
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